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(3) 二級アミン，一酸化炭素，硫黄から合成されたチオールカルパミン酸アミン塩を， 100 0C以下の温
度で熱分解することにより，高収率で硫化カルボ、ニルを発生させる方法を開発している。
(4) セレン触媒を用いてアルコール，硫黄，一酸化炭素を直接反応させることにより，チオール炭酸エ
ステル類を合成する方法を開発している。
(5) 一酸化炭素とアルコールを硫黄一三級アミン系で反応させることにより炭酸エステル類を合成する
方法を開発し，さらに硫黄一三級アミン系で一酸化炭素により活性メチレン化合物のカルボニル化が
可能であることを明らかにしている O
以上のように，本研究は一酸化炭素に対してセレンおよび硫黄を反応剤または触媒として用い，効率
のよいカルボニル化法を開発したもので，有機合成化学および、触媒化学の発展に寄与するところが大き
い。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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